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子ども食堂訪問記②♪「もくきち」編(厚別区) 
１０月２６日(木)、厚別区厚別中央 4条 4丁目にある「もくきち」を訪問。 

６時半過ぎに到着しましたが、２５名程の小学生(高学年)の男女が食事を終え、元気よく遊んでいました。 

この日のメニューは、木の葉丼とお味噌汁、ポテトと人参のサラダ、お漬物。(写真) 

大変美味しくいただきましたが、ボリューム満点でおなかいっぱい。木の葉丼って？鶏肉のかわりにかま

ぼこが入っています。「なるべく費用を抑え、栄養のあるものを」と、知恵を絞っています。鶏肉もちらほ

ら？？「ちくわの費用がかかり鶏肉も入れました！」木の葉親子丼ですね！ 

月によっては、７０名位の参加があるときも、食事のメニューなのか理由はわからないようです。 

〈多様な役割〉 

終了時間の７時が近づくと、徐々にお母さんのお迎えがきて、子どもたちが帰っていきます。お迎えのな

い子どもはスタッフが送っています。 

近くに児童館もありますが、「もくきち」の決まりごとがゆるいからか、「もくきち」に集まるようです。 

「もくきち」は、一軒家を改築し、１階が食堂、２階が遊び場、建物は「もくばコミュニティハウス」と

いう名称で、こども食堂以外にも低額で貸室をしています。キッチンも相談によっては利用できます。 

「もくきち」は、住宅改修や運営費等に札幌市の助成金を活用しているため、案内チラシに「札幌市後援

事業」と掲載。そのため、小学校や保護者、地域の関係者に安心感が生まれているようです。 

また、月に２回、「フリースペースもくきち」を開催しています。「利用者は少ないですが、ゆったりと時

間を過ごしてもらえる場にしたいので、宣伝はしていません。」 

〈訪問しての感想〉 

子どもたちは、帰る時間を惜しんで遊び、みんな楽しそう。でも、子どもたちの毎日はバラ色な日ばかり

ではなく、悩む日も、おなかが痛くなる日もあるでしょうが、学校とは違った空間でご飯を食べ、遊び、心

が少し軽くなったらそれは幸せなこと。「ご飯が食べられる場」が必要な子もいるけど、「君のことを知って

いるよ」という大人たちが地域にいることも大切なんだと「もくきち」で感じました。 

〈最後に〉 

札幌市役所は「子ども食堂」を紹介する冊子を今年度中に作成する方針をだしました。 

益々、子ども食堂への賛同者、利用者、協力者の和が広がることを願っています。 

道央地区支部では、月 1回程度、子ども食堂を訪ね、改めて現場から学ぶことから始めようと考えていま

す。その際はご協力をお願いいたします。この通信は、不定期に発行し、北海道社会福祉士会道央地区支部

のホームページにもアップしていますので、ご覧ください。 

 
 


